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研究成果の概要（和文）：Oligometastasesに対する個別化治療戦略の確立という課題で実施し、多くの成果が
得られた。大きくまとめて、肺Oligometastasesにおける体幹部定位放射線治療（SBRT）のOligometastasesの種
類毎（Oligo-recurrenceとSync-oligometastases）とがん種毎の個別化治療戦略（食道癌、直腸結腸癌）と線量
増加による肺Oligometastasesの局所治療による局所治療成績（LC）の向上が全生存期間（OS)の延長につなが
る、という世界初のデータを1378症例という大規模データベースの成績により、因果推論を用いて示せた
 

研究成果の概要（英文）：We carried out the task of establishing an individualized treatment strategy
 for oligometastases, and many results were obtained. Broadly speaking, stereotactic body 
radiotherapy (SBRT) for lung oligometastases is determined by type of oligometastases 
(Oligo-recurrence and Sync-oligometastases), individualized treatment strategies for each cancer 
type (esophageal cancer, colorectal cancer), and dose increase. Using causal inference, we were able
 to show, for the first time in the world, data from a large database of 1378 cases that improved 
local treatment results by local treatment of pulmonary oligometastases lead to longer overall 
survival (OS).

研究分野： 放射線科学

キーワード： Oligometastases　oligo-recurrence　sync-oligometastases　局所制御率（LC）　全生存率（OS)　腎
癌Oligo-recurrence
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大きな学術的意義や社会的意義として、Oligometastasesを分類する際に、Oligo-recurrenceと
Sync-Oligometastasesに分類する意義が統計学的有意差をもってOligo-recurrenceの方が予後良好ということで
示せた。がん種毎に同じ肺Oligometastasesでも治療成績が異なることが示せた。再発/転移がんである
OligometastasesでもLCの向上がOSの向上につながることが示せた。腎癌Oligo-recurrenceにおいて、ガイドラ
インの礎を示せた。
上記4点にまとめられる

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
1. 研究開始当初の背景 

Oligometastases は、1995 年に Hellman S と Weichselbaum RR により提唱された再発 
/転移がんであっても、少数個の場合は、局所治療を実施することで、長期生存や場合によ

っては治癒し得る概念として提唱された（J Clin Oncol 1995）。この時代は、FIisher によ

るがんの「全身病節（Syctemic Disease 説）」が圧倒的に主流で、がんは、原発巣のみでも、

全身に無数の転移巣があると考えられていた時代である。なお、同時期に研究代表者の

Niiibe Y も同様の着想を臨床経験がら得ていた（Transl Cancer Res 2020）。2006 年に世界

で初めてとなる Oligometastases の分類が Niibe Y et al. により実施された。Oligo-

recurrence という概念である。これは、同じ少数個の再発/転移がんであっても、原発巣が

制御されていて、すべての転移巣に局所治療を実施する、という概念である。なお、全身療

法の併用の有無は問わない。この状態の方が粗大な病変すべてに局所治療を実施できるた

め、予後がよいであろうと、子宮頸癌腹部傍大動脈リンパ節再発例の多施設共同研究成果よ

り提唱された（Int J Radiat Oncol Biol Phys 2006, Gynecol Oncol 2006）。その後、2012

年になり、Niibe Y と Chang JY（Tenure Professor, MD Anderson Cancer Center, USA）

らで、Oligometastases の個数は 1-5 個までという大枠の定義をした。さらに、原発巣が活

動性の場合には、原発巣にも局所治療を追加し、すべての転移巣に対しても局所治療を追加

す る 概 念 を Sync-

Oligometastases と

して提唱した（Pulm 

Med 2012）その後、

多施設共同研遡及的

研究にて、非小細胞肺

癌（NSCLC）の脳

Oligometastases

（ Oligo-recurrence

と Sync-

Oligometastases）に

対する局所治療（＋）

と全身療法のを実施

し、多変量解析を実施

しても統計学的有意

に Oligo-reccurrence の方が Sync-Oligometastases よりも予後がよいことが示された（Fig 

1）。 

（BMC Cancer 2016） 

(Fig. 1) 

v 

2. 研究の目的 
今回の研究課題では、全国調査研究にて、肺 Oligometastases に対して体幹部定位放 

線治療（SBRT）を実施して、多数例でも、Oligo-recurrence の方が予後がよいのか検討し、

併せて Hazzard Ratio (HR)も求め、定量的に評価することを目的の第 1 とした。 

さらに肺 Oligometastases に対して種々のがん種（具体的には、食道癌、直腸結腸癌）に関



して、LC や OS を求めることとした。第 3 には、Oligometastases といっても、再発/転移

がんには変わりないが、局所治療を追加することで LC が向上すると OS も向上するのか、

Landmark 分析を用いて検討することとした。さらに、可能であれば、種々のがん腫につい

て、国際雑誌で論文を集め、現時点での一定のガイドラインの礎になる論文集の公表も計画

した。 

 
3. 研究方法 

研究の方法は、（公社）日本放射線腫瘍学会の研究課題と連携し、全国の放射線治療施
設にアンケート調査を行い、「肺 Oligometastases に対する SBRT の全国調査研究」に
参加する意思があるかどうか 400 以上の施設に実施をまず行った。そのうち参加意思あ
り、と回答した 84 施設に対して、2004 年 1 月～2015 年 6 月までの該当症例のデータ
提出（匿名化データ）を各施設での倫理委員会審査を経て（当時の倫理指針に基づく）
提出してもらった。オプトアウト規定も参加全施設で基準を守ってもらった。なお,、
SBRT の線量に関しては、BED10 > 75Gy とした。これにより、68 施設から 1378 症例
の肺 Oligometastases のデータ提供を受けた。腫瘍個数は、1547 腫瘍であった。 
研究目的のうち、種々のがん種について国際雑誌でのガイドラインの礎作成には、
Cancers (Basel) (IF 5.2) を選定した。 
 

4. 研究成果 
１） 全体の 1378 症例の肺 Oligometastases のうち、Oligo-recurrence は、1016 症例 
で、 Sync-Oligometastastases 症例は、 118 例であった。なお、 Unclassified 

Oligometastases は、121 症例であった。全症例での OS は、１年 OS 90.1% (95%CI:  

88.3 – 91,6%)、3 年 OS 60,3% (95%CI: 57.1 -63,3%)、5 年 OS 45.5% (95%CI: 41.8% - 

49.1%) と良好であった。Oligo-recurrenc と Sync-Ologometastases の比較では、それ

ぞれ、1 年 OS 91.4% (95%CI: 89.4% - 93.0%)と 1 年 OS 83.8% (95%CI: 75.3 – 89.6%)

であり、3 年 OS 64.0% (95%CI: 60.3 – 67.4%)と 3 年 OS 47.5% (95%CI: 36.2 – 58.0%)

であり、5 年 OS 50.2% (95%CI: 45.8 – 54.4%) となった。Log-rank 検定にて、p < 

0.001 であり、単変量解析で統計学鄭有意差が生じた。多変量解析では、Oligo-

recurrence に対して Sync-Oligometastases は、1.601 の HR を示した。統計学的に

も、p = 0.0014 であった。これにより、約 1400 症例という多数例でも、Oligo-recurrence

は Sync-Oligometastases に対して、統計学的有意に生存率がよく、逆に、Sync-

Oligometastases であると、Oligo-recurrence に比較し、約 1.6 倍生存率が不良な結果

となった。 

 

2) 食道癌および結腸直腸癌における肺 OligometastasesSBRT の治療成績 

 食道癌肺肺 Oligometastases は、114 例で 132 腫瘍に対して SBRT が実施されてい

た。 

3 年 LC は、70.2%であった。3 年 OS は、37.5%であり、予想外に良好な成績であっ

た。 

 結腸直腸癌の肺 Oligometastases では、330 症例、371 腫瘍であった。3 年 LC は、

64.9 ％であり、3 年 OS は、24.9%であった。 

 上記のように腫瘍により、SBRT の治療成績に差異を認めた。他の局所療法（手術療



法や RFA など）や全身療法の併用方法の最適化が望まれる状況にある。SBRT と従来

の全身療法のみでは限界があると考えられた。 

 

 

 

 

 

3) 肺 Oligometastases に対する SBRT で LC が向上するにつれ、OS も改善するのか

の課題結果 

 以下のように Landmark 分析を行うと (Fig. 2)、肺 Oligometastases という再発・

転移がんであっても、LC の向上が OS の改善につながることが示された。 
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(Fig. 2) 

 

 

4) 腎癌 Oligo-recurrence のガイドラインへの礎  



 右記のように腎癌 Oligo-recurrence のガイドラインへの礎を 

Cancers （Basel）の特集号「New Insights Oligo-recurrence into Various Cancers」

にて公表した。 
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